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雪も時折ちらつく今年の２月の中頃、

澤田団員と共にブエノスアイレスの海

外探偵調査に行って来ました。ブエノ

スアイレスという名前は映画の名前か

なんかで良く聴くけど一体どこ？とい

う人のために説明しますと、南米アル

ゼンチンの首都で地球上で東京から最

も遠い都市、つまり日本の真反対の場

所にあることで有名なところです。

もっともタンゴの国と言った方が分か

りやすいかもしれません。

東京からブエノスアイレスまではさす

がに直通便はなく、アメリカあたりで

１回乗り継いで行きますが、片道2 6 時

間という途方もない時間を飛行機の

シートにくくりつけられて過ごすだけ

でなく、ブエノスアイレスとは数字は

変わらない12時間の時差があるために

飛行機に乗っている間で体を昼夜逆転

させなければなりません。そんな知識

を得て出発前に澤田団員と綿密な時差

ボケ対策を練っていたのにも関わら

ず、笑顔のスチュワーデスさんの執拗

な機内食攻撃の前にろくに眠れず、朝

の現地に着いたときには眠いのか腹一

杯なのかも良く分からないボロボロの

状態でした。

さて２月というと南半球はバリバリの

夏で、市内は夏ムード一色。中心街は

ラテン民族の熱情的な個性と、あちこ

ちから流れてくるタンゴの流行曲とで

南米の雰囲気がムンムンしていまし

た。人口の２倍はいるという肉牛が現

地の人たちの主食で、真夏でも昼夜問

わず酒を片手に大量に肉や腸詰めを食

べる習慣は、時差ボケで弱っている

我 に々は到底真似できず、結局日本で

も馴染みのファーストフードによくお

世話になりました。

ブエノスアイレスは400 年前にラプラ

タ川を拠点に発展した意外に新しい都

市で、10 0 mグリッドできっちりと区

画された都市計画に従って街の構造が

成り立っています。ラプラタ川の河口

に近いエリアがセントロと呼ばれる中

心街となっており、この1k m 四方のエ

リアにブエノスアイレスのほとんどが

集約されています。他には世界一幅員

が大きいことで有名な７月９日大通り

と、その中心にそびえる高さ72 mのオ

ベリスコをチェックすれば大体見どこ

ろは押さえられます。

日中に下調べ調査に出てすぐ気付かさ

れるのは、街に繰り返し現れるモノの

多さ。メインの通りにはキオスコ（=

日本でいうキオスク）や花屋が50 m 位

の間隔で交互に立ち並んでいるし、電

話ボックスや通りを走る黄色いタク

シーも尋常な数ではありません。圧巻

だったのは信号機や標識などのポール

にことごとく設置されている青いごみ

箱で、この「ごみ箱ブルー」に街は完

全に占領されていました。きっと思い

立ったときに近くにないとイライラす

るお国柄なんでしょう。

注目の照明器具についても例外ではな

く、道路用照明、街灯、看板照明全て

が日本や欧米の基準の倍はついている

海外照明探偵団
ブエノスアイレス、メルボルン・シドニー、サンフランシスコ

照明探偵団は国内の探偵活動にとどまらず、海外の調査も行っています。ここでは２月に行われた南米ブエ ノスア イレスでの調査報告と、

前号でご紹介できなかったメルボルン・シドニーの報告、5 月にサンフランシスコで行われたライトフェアの報告をご紹介します。

ブエ ノ スア イ レス

'99.2.15̃22
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し、一つのポールに10台以上の照明器

具がついていることも。なるべくして

夜になると、多くの照明器具から放た

れる高圧ナトリウムランプのオレンジ

色の光によって街は煌 と々照らされて

いました。大きな通りは50～100ルク

スの平均照度でくまなく照らされ、市

内のどこを測っても常時3 0ルクスは出

ているといった具合。器具自体はラン

プがただ納められている形式が多く技

術レベルは高くない様子で、街の照明

はポール灯もしくは、幅員が小さい通

りのサスペンディッド器具（建物間で

張られたワイヤーに照明器具が吊るさ

れている）のいずれかの方式で成り

立っています。ランプは前述の通り大

半は効率の良い高圧ナトリウムランプ

が使用されていますが、少しメインか

ら外れた場所では水銀灯が残っている

ことから、以前は水銀灯を主な光源と

していたようです。

ブエノスアイレスは知名度の割に観光

資源が少なく、残念ながら夜間におい

ても目を引く景色はほとんどないので

すが、ラヴァージェ通りと呼ばれる映

画館やゲームセンターが立ち並ぶスト

リートは、派手なネオン看板や電飾に

彩られ、深夜まで人が絶えない賑やか

な場所として楽しめます。また、街の

シンボルであるオベリスコは夜間もラ

イトアップされているので良い目印に

なります。

ところで夜間の調査は深夜まで外をう

ろつくことになりますが、今回反省さ

せられるハプニングが起きてしまいま

した。現地２日目の夜の調査でセント

ロや水辺の景を撮影し終えた後、フロ

リダ通りという賑やかなファッション

ストリートの直前の少し暗くなった場

所で集団に襲われ、撮影機材をひった

くられてしまったのです。幸いカメラ

と望遠レンズとフィルム１本取られた

ほか、数発殴られただけで済んだので

すが、今思うと「カモがネギしょって

やってきた」状態。ホテルの人や、心

有る現地の人に気をつけろと注意され

てはいましたが、男２人で行動してい

たのと平和ボケとで油断していまし

た。まだまだ貧富の差が激しい国で

は、高価な物を持っていると必ず誰か

に狙われます。特に南米では日本人は

珍しくすぐマークされるので、軽装か

つ周囲に気を配って逃げ道を決めてお

き、子供でも近づいて来たら即逃げま

しょう。（子供をおとりに使って大き

な連中がグループで襲ってきます。実

話）こういう話を聞くとブエノスアイ

レスは大変恐い場所だと思うでしょう

が、日中は穏やかな人たちの時間帯な

ので安心して散策できます。ただ不良

クンが一斉に外に溢れる夜の時間帯は

命の保証はできないからホテルに戻り

なさいと警官に真剣な顔で言われてし

まいました。単純な手法ながらも多く

の照明器具を用いて街を徹底的に明る

く照らす理由は、こういうところにあ

るのだと身を持って納得しました。

地球の反対側にある夜の空間は意外に

単純明快で、照らすなら徹底的に照ら

す、それがブエノスアイレスのスタイ

ルでした。照明探偵でやってきた我々

には多少物足りなく感じましたが、民

族の人 独々特の熱っぽさや食習慣、タ

ンゴなどの雰囲気をたっぷり味わうこ

との出来る街として皆さんにおススメ

します。

（戸恒 浩人）

　 あ、どーも、こんにちは。　
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初冬の寒空を飛び立ち、初夏を迎える

大地へ。照明探偵団初の南半球進出と

なった、オーストラリア調査。探偵活

動の対象は、かつて首都として存在し

たオーストラリアの中でも伝統的な街

であるメルボルンと、200 0 年のオリ

ンピック開催に向けて急ピッチで準備

が進むシドニー。太陽が北の空を通

り、南に影ができる国での調査が始

まった。

メルボルン

メルボルンは約２キロ四方のとてもコ

ンパクトな街である。街中ではポール

灯をはじめ、ごみ箱、ベンチ、水飲

場、駐輪場、花壇、公衆電話、パーキ

ングメーター、公衆トイレ、ポスト、

トラムの待合所、キオスク、ニュース

スタンド、インフォメーションなど、

様 な々ストリートファニチュアのデザ

インが統一されて充実しており、みな

清潔に保たれ、使いやすい。こういう

ことは、のんびり街を歩く気にさせる

重要なファクターだ。もっとも、高い

税金がそれを支えていることを忘れて

はいけない。そういったストリート

ファニチュアやカフェのテーブルや椅

子の多くはオ ーストラリア のナ ショナ

ルカラーであるダークグリーンに塗ら

れていて、夜になると闇にまぎれ物体

としての主張が消えてしまうのが印象

的だった。

陽が落ちて暗くなると、駅のライト

アップやコンサートホール上に建てら

れたタワーのイルミネーションがラン

ドマークとなって輝いているほかに、

街のほぼ中心にあたるボークストリー

トとスワンストンストリートの交差点

がどこよりも明るく照らされていた。

交差点の一角にナイキショップのビル

があり、屋上から強烈な白い光を看板

と路面に落としているのだ。路面照度

で50 0ルクス。街の中心という地理的

意味を光でアピールしているようでも

あった。

街の南側の地区、ヤラ川に面したエリ

アは近年開発が進み、水際にはウッド

デッキ、様 に々色や形を変える照明を

仕込んだ噴水、心地よい音が流れるス

ピーカー、ベンチ、レストランなどが

あり、夜をのんびりと楽しむ工夫がさ

れている。対岸の川沿いに走る鉄道高

架の両側にはブルーのネオンが約１キ

ロに渡って間接照明として仕込まれて

おり、駅のライトアップと共に街の景

観を美しく演出している。日本ではな

かなかお目にかかれない光景だ。エリ

アの一角にはギンギラのカジノがある

が、日本のパチンコ店などとは全く違

う雰囲気で、品良くまとまっているせ

いかむしろ気が付かないくらいであ

る。かえってフラッドライトで一様に

ギンギンに照らし上げられている駅の

方が目立っていた。

シドニー

街の展望台シドニータワーから眺めた

シドニーの景色は、賑やかな街と美し

い海が見渡せる昼間に比べて夜はどこ

か少し物足りない。街の明かりはきれ

いだが、夜になると複雑に入り組んだ

いくつもの美しい入江の輪郭がいまひ

とつよく見えないのが原因らしい。そ

の理由はフェリーに乗ってみて明らか

になった。シドニー湾はいわゆる内海

で波が穏やかなため、住宅やレストラ

ンなどが水際ぎりぎりまで建ってい

る。日本のように海岸線に道路がない

ために、道路照明や車のライトなど入

江を縁取る光がないのだ。住宅の光は

また、窓からぼんやりと漏れる優しい

メルボルン・シド ニ ー

'98.11.27̃12.4
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光である。入江の輪郭がくっきりと浮

かび上がったりはしないのだ。シド

ニータワーから展望すると、林立する

ビルを間近に見ることになり、ビル群

全体の景観はよくわからない。そんな

こともあり、シドニーの夜の景色は街

中の高所から見るよりも、フェリーな

どの水上から、または湾を挟んだ対岸

から眺める方が楽しめるようだ。実際

シドニー中心街を眺める対岸は高級住

宅地となっている。

シドニーの夜は割に早く、町中のお店

はほとんど1 8 時前後で閉店してしま

う。その代わり、再開発された水際の

エリアでは遅くまで人 が々食事をした

り散歩を楽しんだりしている。シド

ニーの主な水際に立つポール灯は光源

いているようだ。

メルボルンでもシドニーでも、町中に

国旗をはじめとしてフラッグ、バナー

の類がとても多い。ポール灯に付くバ

ナーやライトアップされたフラッグは

夜でも光を受けてひらひらと風にそよ

いでおり、遠くからでもその存在が確

認できた。

クリスマス

メルボルン、シドニーともに、クリス

マスのイルミネーションや飾りは思っ

たより地味である。キリスト教の国な

のに？と意外だった。教会も飾られて

はいるが、主にデコレーションされて

いるのはショッピングモールやデパー

トのロビーなど。そこでハタと気が付

いた。敬虔なクリスチャンは質素が基

本である。クリスマスは神聖なお祝い

の日。クリスマスのイルミネーション

や派手な飾りは商業と密接に結びつ

き、否応なしに購買意欲や消費の気分

を盛り上げる。これらはクリスマス本

来の意味とは別軸で存在していること

を、今更ながらここで確認することに

なった。聞けばオーストラリアのクリ

スマスは日本のお正月のようなもの

で、家族や親戚で集まり食事を共にす

る日だという。日本のクリスマスは、

恋人達の間で一番盛り上がる日として

プレゼントや食事で莫大なお金が動

く、商業としてはなくてはならない重

大な日。そう思った時、美しいと思っ

て見ていたクリスマスイルミネーショ

ンが少し色あせて見えてしまった。ま

あ、あまり真剣に考え込まず、照明探

偵団的に光の探偵をすれば、とにかく

ツリーは派手で巨大で当たり前。主

何かと思ったら、便器を重ね

たオブジェでした。

トナ カ イ マ ネ キ ン

役！と いった存在感がある 。シ ド ニ ー

では今年のクリスマス用にデザインさ

れたツリー、鳥、星のキャラクターが

あり、バナーやショッピングモールを

飾るリボンなどあちこちにあしらわれ

ていた。ショッピングモールの一角に

工事中のビルがあり、夜になると仮囲

いの白い布に向かいの建物からそれら

のキャラクターをプロジェクターで映

し出していた。実は同じものが海沿い

のビル壁面にも巨大にプロジェクショ

ンされていて、その大胆さに驚いてし

まった。

200 0 年まであとわずか。今世紀最後

のオリンピック開催国であるオースト

ラリアは、急ピッチで準備を進めてい

る。道路、鉄道をはじめとするインフ

ラや、空港、スタジアムなどの建築

物、そして世界三大美港の一つと言わ

れるシドニー湾の開発。国全体からむ

くむくと沸き立つ大きなエネルギーが

感じられた。

シドニーのオフィス街の一角に、大き

な大きなクリスマスツリーがそびえ

立っていた。まさに「そびえ立つ」と

いう言葉にふさわしく、空に向かって

堂 と々立っている。それは、オリン

ピックを目標に、のぼり調子で盛り上

がるこの国を象徴するように、夏の日

差しの下でキラキラと輝いていた。

（田中 裕美子）

が見えないよう

に仕込まれた反

射板付きのもの

で、いくつか反

射板や灯数に種

類があるものの

ほとんど共通し

ているため、水

辺の景観には統

一感がある。透

明のポリカーボ

ネイトの灯体は

とてもきれいに

してあり、球切

れも見あたらな

かった。メンテ

ナンスが行き届


